








Fig. 5.
A. Magnification of Chest CT. As radiation therapy, the size of subcarinal lymph node was small and obstructed right main 

bronchus was opened gradually.
B. We placed a stent（arrow） on the right main bronchus and the trunks intermedius.

　
考　　察

気道狭窄に対する気管支鏡を用いた気道ステント留
置は気流制限による呼吸困難を有する中枢気道狭窄例に
おいて，症状と QOL を劇的に改善し，呼吸器インター
ベンションとして注目されている１）。悪性腫瘍による気
管支，食道狭窄に対する気管支・食道ダブルステント
留置の際の注意点は，１）先に食道内にステントを留置
すると気管狭窄を生じるため，食道ステント留置前に
左主気管支にステントを留置する必要があること２－４），
２）食道気管支瘻を高率に合併するため食道ステントに
は covered metallic stent を使用する必要があることであ
る５）。本症例においても，先に左主気管支狭窄に対し
て Spiral Z stent を留置した。その後に食道狭窄に対して
covered metallic stent を挿入し，気管支食道瘻の形成を
認めることなく，嚥下障害や呼吸困難などの臨床症状
の著明な改善を認めた。

初回の気道ステント挿入後に再度，気道狭窄を認め
た場合は，追加でのステント留置を必要とする。その
際に，どのタイプのステントを追加留置するか，判断
が困難な症例も多い。本症例では，Spiral Z-stent のみを

気道狭窄に対しては追加留置に際しても使用した。津
島らは Spiral Z-stent に stent-in stent として Ultraflex stent

を使用し，喀痰排出困難を生じた症例を報告しており，
今後の検討が必要と考えられる６）。

悪性腫瘍による気道狭窄は，窒息死の危険性のある
病態であり，宮澤らの報告では，ステント留置術後の
平均生存期間は３ケ月であり，１年生存率は約25％と
されている７）。本症例でも，食道狭窄，気管支狭窄に対
するステント治療，気管支再狭窄に対する複数回のス
テント治療を行うことによって約６ケ月の生存を得る
ことが出来た。 

ステント治療により呼吸状態や PS 改善が得られた症
例では，後療法として化学療法や放射線療法を行うこ
とが可能となり，QOL や予後の改善が期待できると考
えられ８）, 本症例もステント留置後に PS が改善したこ
とにより，抗がん薬を用いた治療を行うことが可能と
なった。

気道疾患に対するインターベンション治療技術は，
緊急性を有するものがほとんどである。現在，その応
用範囲を広げつつあるが，技術的な難度は高く，合併症・
副損傷などへの配慮が必要であるが，高度先進医療と

肺癌の経過中に生じた気道，食道狭窄に対する複数回のステント留置術が QOL 改善に寄与した１例 57



しての保険適応拡大や，診療報酬の改定，ならびにガ
イドラインの作成が必要と考えられる。

　

結　　語

肺癌による食道と気管支の狭窄に対しては，病態や
ステント留置後に生じる合併症を考慮した複数回のス
テント治療を行うことにより，化学療法や放射線治療
を行うことが可能となる場合があり，本症例では QOL

の改善や生存期間の延長に寄与したと考えられる。
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